
第５次岸和田市地域福祉計画 全体構成案 

 

計画構成 備考 

第１章 計画策定にあたって 

 １．計画策定の趣旨 

 ２．計画の位置づけ  

 ３．計画の期間 

 ４．計画の策定体制 

 ５．法改正 

 計画策定の趣旨、位置づけ、期間、策

定体制を記述 

第２章 計画の基本理念  市の地域福祉がめざす姿を基本理念

（岸和田地域共生社会）として提示 

第３章 本市の現状と取組の方向性 

 １．岸和田市の現状 

 ２．岸和田市の取組の方向性 

 市民アンケート、団体アンケート、関

連計画における既存調査、現行計画の

ふり返りから現状を整理 

 整理した現状を踏まえ、次期計画の取

組の方向性を設定 

第４章 計画の枠組み  

 １．基本目標 

 ２．計画の体系 

 前章で設定した「取組の方向性」に沿

って基本目標を設定 

 計画の体系の提示 

第５章 施策の展開 

 基本目標１ 支えあい活動の担い手を増やす 

 基本目標２ 担い手の活動基盤を強化 

 基本目標３ 丸ごと支える仕組みの強化 

 各基本目標を達成するための取組の方

向性を設定する 

第６章 計画の推進体制 

 １．計画の推進体制 

 ２．計画の進捗管理 

 計画の推進体制と進捗管理を記載 

資料編 

 １．各種調査結果 

 ２．本市の状況（データ編） 

 ３．岸和田市地域福祉計画推進検討委員会 

 ４．用語解説 

 現状分析に関わる調査結果やデータは

資料編に記載 

 計画策定に関わる事項を記載 

 

 


